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（４－６）核医学診療に伴って発生する放射性廃棄物の管理コスト低減等を目指し、2017年炉規法改正時

の附帯決議を踏まえて、焼却、固形化、保管廃棄に限定されている医療用放射性汚染物等の廃棄の方法

を規制側の協力を得て見直し、処理・処分の合理化に係る規定を整備する。

医療用放射性汚染物の廃棄をRI法の許可廃棄業者に委託できることとするにあたっての整理

 RI法は放射線障害の防止を目的とした法令であり、感染性を有する放射性汚染物の取扱いに関する

規定が無い中で、医療用放射性汚染物はヒトの血液や尿等の体液が含まれることから感染性を有す

る可能性があること

 医療法の指定委託業者により、医療法に基づき、感染性を失わせるための適切な焼却処理を

行うことを検討

 現行法令上、RI法の許可廃棄業者は、医療用放射性汚染物を取り扱うことができない。

 医療用放射性汚染物をRI法の放射性汚染物とみなすため、医療法施行規則の改正案やRI法

施行令に基づく告示※の改正案の素案を作成し、原子力規制庁へ共有

 医療用放射性汚染物を含む放射性同位元素は、RI法や医療法以外の法令においても規制対象と

なっている。

 その他の法令についても、医療法と同様の対応で問題ないか、放射性汚染物の委託状況や関

係法令等の確認を行った。

※その他の課題について「医療放射線の適正管理に関する検討会」で議論したが、構成員より意見なし

※ 放射性同位元素等の規制に関する法律施行令第一条第二号の規定に基づき原子力規制委員会が指定する放射性同位元素等の規制に関する法律の適用を受けないものを定める告示

引き続き、これらについて省内関係部局及び関係省庁と連携し、意見交換を行いながら整理をすすめる。
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